
広島県立文書館データベースシステムの公開について 

 

令和３年３月３日 

                                                            総 務 課 

 

 

１ 要 旨 

広島県立文書館では，クラウドサービスを利用して新たに構築した「広島県立文書館データベー

スシステム」の運用を３月１日から開始しました。 

県ホームページの文書館サイトからこのシステムにアクセスすることにより，インターネットで

行政文書や古文書などの収蔵資料の目録を検索するとともに，絵葉書や絵図などのデジタル画像を

閲覧することができます。 

 

２ データベース機能 
 

 ア データベースの構成 

  ① 行政文書の簿冊 

  ② 行政文書の件名 

  ③ 古文書，複製資料の文書群 

  ④ 古文書，複製資料，行政資料，図書等の収蔵資料 

  ⑤ 戦前の県からの通達類（複製資料） 

  ⑥ 広島県の公報（県報） 

  ⑦ 絵葉書，絵図，地図等の画像 

  ⑧ 県の広報写真等 
 

※３月１日現在登録データ  合計 約 43万３千件（今後も順次追加する予定） 
 

 イ 検索機能 

   簡易検索，詳細検索，カテゴリ検索などができます。 
 

 ウ その他 

  「国立公文書館デジタルアーカイブ」の横断検索にも参加する予定です（令和３年５月頃）。 

 

３ デジタルアーカイブ機能 

  画像や写真を閲覧し，ダウンロードすることができます。大容量の画像については，高精細対応

ビューアによりスムーズに表示され，拡大・縮小して表示することも可能です。 

 

４ 問合せ先 

 広島県立文書館（〒730-0052 広島市中区千田町三丁目 7-47 広島県情報プラザ内） 

電話 ０８２－２４５－８４４４ 

 

資料番号 総務３ 

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県立文書館データベースシステムのトップページ 

デジタルアーカイブのイメージ［高精細画像の初期表示（上）と拡大表示（下）］ 

 


